
　

新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
小
坂
市
長
は
２
月
２３
日
に
開
か
れ
た
今

年
の
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
市
政
を
進
め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
と

「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く
ら
す
」
に
重
点

　
私
は
恵
那
市
の
市
長
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
恵
那

の
ま
ち
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
学
び
、

働
き
、
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
誠
心
誠

意
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
第
２
次
恵
那

市
総
合
計
画
の
内
、
と
り
わ
け
子
育
て
世

代
の
移
住
・
定
住
を
促
す
施
策
や
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
実

現
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
市

立
恵
那
病
院
に
産
婦
人
科
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、育
児
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
、

母
親
や
乳
児
に
対
し
、
宿
泊
や
日
帰
り
に

よ
る
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
、
併
せ
て
妊

娠
・
出
産
や
子
育
て
に
悩
み
を
抱
え
る
妊

産
婦
の
方
に
は
「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
、
ま
た
子
ど
も
が
病
気
の
際
、

自
宅
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
に
利
用
で

き
る
「
病
児
保
育
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
「
は
た
ら
く
」「
た
べ
る
」「
く

ら
す
」
に
重
点
を
お
い
た
政
策
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　「
は
た
ら
く
」に
つ
い
て
は
、新
た
に「
恵

那
市
産
業
振
興
会
議
」
を
設
置
し
、
多
様

な
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
交
流
人
口

の
拡
大
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
、
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り
の
湯
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
恵

那
峡
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
「
た
べ
る
」
に
つ
い
て
は
、
地
元

食
材
を
利
用
し
た
健
幸
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
や
健
幸
レ
シ
ピ
集
を
作
成
す
る
な

ど
「
食
べ
る
」
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　「
く
ら
す
」
に
つ
い
て
は
、
定
住
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、「
恵
那
市
住
む

と
こ
さ
が
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
関
係
機
関
よ
り
意
見
を
集
約
し
、
恵

那
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
と

土
地
利
用
を
勘
案
し
な
が
ら
住
宅
適
地
の

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
平
成

３９
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

都
市
計
画
事
業
と
併
せ
て
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
、
道
路
網

整
備
や
住
宅
整
備
も
含
め
て
検
討
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
２９
年
度
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

本年度のまちづくり特
集

施政方針

▲市議会定例会で施政方針を説明する小坂市長

▲市立恵那病院を核に子育てサポートを充実

▲リニューアルが計画される「くしはら温泉ささゆりの湯」
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本年度のまちづくり特
集

自主財
源
(36.7％

）

96億1,637
万
円

依
存
財
源
(63.3％

)165 億6,363 万円

義務的経費(41.2％
)107億

8,898万円

その他経
費
(46.0％

)120 億
3,530 万円 投資的経費   （12.8%）

33 億5,573万円 使用料及び
手数料（１.５％）
３億８,８５１万円

諸収入など（３.０％）
８億０,３８１万円

繰越金（１.９％）
５億円

市税（２６.１％）
６８億３,６９０万円

市債（９.９％）
２５億８,２８０万円

譲与税など（２.３％）
５億９,０２０万円

地方交付税（３２.３％）
８４億６,０００万円

県支出金（７.７％）
２０億２,２０９万円

国庫支出金（７.６％）
１９億８,４５３万円

民生費（３１.１％）
８１億３,１６０万円

公債費（１２.５％）
３２億８,６９０万円

衛生費（１２.１％）
３１億６,０３０万円

総務費（１２.３％）
３２億１,２３０万円

土木費（７.３％）
１９億０,２５０万円

教育費（１０.１％）
２６億３,３７０万円

農林水産業費
（４.８％）

１２億５,０９０万円

消防費（３.７％）
９億７,９７０万円

商工費（５.１％）
１３億４,２００万円

議会費（０.７％）
１億９,８２０万円 労働費（０.２％）

５,１９０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.４％）
４５億６,１２７万円

扶助費（１１.２％）
２９億４,０８１万円

公債費（１２.６％）
３２億８,６９０万円

普通建設費（１２.８％）
３３億５,５７３万円

物件費（１９.２％）
５０億３,７６０万円

補助費など（１０.８％）
２８億２,４５４万円

繰出金（１１.４％）
２９億９,１５９万円

その他（１.９％）
４億８,１７９万円

繰入金（３.１％）
８億０,３０７万円

地方消費税交付金（３.５％）
９億２,４００万円投資及び出資金（２.７％）

６億９,９７８万円

市
全
体
で
は
約
５０
億
円
の
減
額

　

予
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
し
て
一
般

会
計
で
１８
億
７
０
０
０
万
円（
６
・
７
㌫
）

の
減
額
、
特
別
会
計
は
６
億
２
５
１
０
万

円
（
４
・
０
㌫
）
の
減
額
、
企
業
会
計
は

２５
億
７
１
５
０
万
円
（
１８
・
８
㌫
）
の
減

額
と
な
り
、
全
会
計
の
合
計
で
５０
億
６
６

６
０
万
円
（
８
・
８
㌫
）
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
減
額
の
主
な
要
因
は
、
市
立
恵
那
病
院

再
整
備
事
業
の
主
な
工
事
が
終
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
会

計
へ
の
出
資
金
の
額
が
減
少
す
る
こ
と

と
、
病
院
事
業
会
計
で
再
整
備
事
業
の
経

費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

市
税
は
昨
年
度
比
１
・
２
％
の
減

　
一
般
会
計
の
歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
固
定
資
産
税
は
新
築
・
増
築
家
屋

の
増
加
や
償
却
資
産
の
増
加
に
よ
り
１
・

９
㌫
増
加
す
る
も
の
の
、
法
人
市
民
税
な

ど
の
減
少
に
よ
り
市
税
全
体
で
８
２
２
０

万
円
（
１
・
２
㌫
）
の
減
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
合
併
算
定
替

の
縮
減
な
ど
を
受
け
、
普
通
交
付
税
で

２
億
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
合

併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
活
用
す
る
合
併
特
例
債
は
、

１１
億
５
３
４
０
万
円
を
計
上
し
、
不
足
す

る
一
般
財
源
は
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
で

確
保
し
ま
し
た
。

産
後
、不
安
を
抱
え
る
母
体
や
乳
児
に
は
、

宿
泊
や
通
院
の
形
で
支
援
で
き
る
体
制
を

整
備
し
、
妊
娠
、
出
産
か
ら
育
児
ま
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
共
働
き
世
帯
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
病
気
に
な
っ
た
子
ど
も
を
自
宅
で

世
話
す
る
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
市
で
は
本
年
度
か
ら
市
立
恵

那
病
院
内
に
病
児
保
育
所
を
設
け
、
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
料
を
１

人
当
た
り
月
額
１
０
０
０
円
下
げ
ら
れ
る

よ
う
各
ク
ラ
ブ
に
財
源
を
補ほ

填て
ん

し
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
は
、
施
設
の
老
朽
化
や
狭
隘あ

い

な
環
境
を
解
決
す
る
た
め
、
長
島
こ
ど
も

園
と
二
葉
こ
ど
も
園
を
統
合
し
、
長
島
地

区
に
新
こ
ど
も
園
を
建
設
し
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
全
体
で
同
比
６
億
２
５

１
０
万
円
（
４
・
０
㌫
）
減
の
総
額
１
５

０
億
６
２
８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

介
護
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
で

は
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
加
に
よ

り
２
億
１
２
０
０
万
円
（
３
・
６
㌫
）
の

増
額
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は

正
家
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
に
お

い
て
管
渠
工
事
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り

１
億
１
０
０
０
万
円
の
（
７
・
２
㌫
）
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
企
業
会
計
は
、
全
体
で
２５
億
７
１
５
０

万
円
（
１８
・
８
㌫
）
減
の
総
額
１
１
１
億

３
１
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
水
道

事
業
会
計
で
は
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

元
気
に
働
き
、
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
に

　
歳
出
で
は
、将
来
の
雇
用
機
会
の
拡
大
・

創
出
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
、
農
業
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
産
業
の
振
興
を
見
据
え

た
発
展
性
の
高
い
取
り
組
み
、
働
き
な
が

ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
取
り
組
み

に
重
点
的
か
つ
積
極
的
に
予
算
計
上
し
、

市
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
年

齢
や
性
別
に
関
わ
り
な
く
元
気
に
働
き
続

け
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
雇
用
・
観
光
関
連

で
は「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」
を
設
置
し
、
起
業
や
新
商
品
の
開

発
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
に
対
応
し
、
市
外
に
拠
点
を
持
つ
情
報

系
企
業
な
ど
が
本
市
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
を
設
置
し
た
場
合
の
賃
借
料
や
事
務

所
開
設
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
き
ま

す
。
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り
の
湯
の
大

規
模
改
修
を
行
い
、
交
流
人
口
拡
大
や
地

域
経
済
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
関
連
で
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
「
儲
か
る
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

検
討
委
員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
地

域
農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
子
育
て
関
連
で
は
、
市
立
恵
那
病
院
に

産
婦
人
科
を
開
設
し
、
１０
年
ぶ
り
に
市
内

で
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
出

一般会計歳入一般会計歳出

本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２６１億８,０００万円 △６.７％

特 別 会 計 １５０億６,２８０万円 △４.０％

国民健康保険事業特別会計 ６４億６,５６０万円 △０.８％

介護保険特別会計 ６０億８,８００万円 ３.６％

農業集落排水事業特別会計 １億９,４１０万円 △１０.８％

公共下水道事業特別会計 １６億４,４２０万円 ７.２％

遠山財産区特別会計 ３０万円 ０.０％

上財産区特別会計 ９０万円 ０.０％

後期高齢者医療特別会計 ６億６,９７０万円 ２.０％

企 業 会 計 １１１億３,１９０万円 △１８.８％

水道事業会計
収益的支出 １９億４,２４０万円 １１４.６％

資本的支出 １８億１,４３０万円 ４３.６％

病院事業会計
収益的支出 ５３億２,３７０万円 ２８.１％

資本的支出 ７億２,９５０万円 △８８.０％

介護老人保健
施設事業会計

収益的支出 ５億２,３１０万円 △０.８％

資本的支出 ３,９５０万円 ４.５％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的支出 ７億２,９７０万円 ２.１％

資本的支出 ２,９７０万円 ６０.５％

予 算 総 額 ５２３億７,４７０万円 △８.８％

平成２９年度会計別予算額

一般会計２６１億８千万円
昨年度から６.７％減額

　平成２９年度の恵那市の予算が決まりました。本年度は、第２次総合計画「人・地域・自然が輝く交

流都市 ～誇り・愛着を持ち住み続けるまち～」の２年目に当たり、限られた財源を有効活用し、継続

事業については、着実に進められるよう必要な予算を確保するとともに、「はたらく」、「たべる」、「く

らす」を新たな視点とし予算を編成しました。

□問い合わせ　財務課財政係志２６-２１１１（内線３３３）

歳入目的別性質別

分担金及び負担金
（１.１％）
２億８,４０８万円

一般財源
※

＝１８２億７,６１０万円

※一般財源とは、その使途が特定されない財源で、地方税、地方譲与税、地方交付税などがこれに当たります。
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自
主
財
源
は
３７
％
、依
存
財
源
は
６３
％

　

市
税
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用
料
・

手
数
料
、
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主

財
源
は
３６
・
７
㌫
、
地
方
交
付
税
や
地
方

債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は

６３
・
３
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
は
、固
定
資
産
税
が
前
年
度
比
１
・

９
㌫
の
増
、
軽
自
動
車
税
が
１
・
３
㌫
の

増
を
見
込
む
一
方
で
、
市
民
税
が
５
・
３

㌫
の
減
、
入
湯
税
が
１
・
９
㌫
の
減
、
市

た
ば
こ
税
が
１
・
７
㌫
の
減
な
ど
市
税
全

体
で
１
・
２
㌫
減
の
６８
億
３
６
９
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
の
段
階

的
な
縮
減
と
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
２
・
３
㌫
減
の
８４
億
６
０
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事

業
や
道
路
整
備
事
業
関
係
補
助
金
な
ど
が

減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
７
・
５
㌫
の
減
少
、

繰
入
金
は
、
市
立
恵
那
病
院
再
整
備
事
業

へ
の
出
資
金
の
原
資
と
な
る
病
院
施
設
等

整
備
基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
額
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
４２
・
８
㌫
の
減
少
と
し
て

い
ま
す
。

　
市
債
は
病
院
事
業
会
計
へ
の
出
資
金
の

債
の
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
の
こ
と

で
、
構
成
比
は
昨
年
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
２
億
１
０
３
０
万
円
（
６・
０
㌫
）
減

の
３２
億
８
６
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
は
、
地
籍
調
査
事
業
費
な
ど
を

計
上
し
、
４
億
７
７
０
万
円
（
１１
・
３
㌫
）

減
の
３２
億
１
２
３
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
衛
生
費
は
、
市
立
恵
那
病
院
再
整
備
事

業
の
主
な
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
出

資
金
が
減
少
し
、
１９
億
７
０
７
０
万
円

（
３８
・
４
㌫
）
減
の
３１
億
６
０
３
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
大
き
く
増
加
し
た
の
が
商
工
費

で
、
恵
那
峡
再
整
備
事
業
費
や
く
し
は
ら

温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
費
を
計
上
し
て

い
る
た
め
、
４
億
４
１
１
０
万
円
（
４９
・

０
㌫
）
増
の
１３
億
４
２
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
２
６
１
億
８
０
０
０
万
円

は
、
市
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
５０

万
６
７
５
５
円
と
な
り
ま
す
。

投
資
的
経
費
は
１９
・
３
％
の
増
額

　
義
務
的
経
費
で
は
、
公
債
費
は
平
成
２５

年
度
か
ら
４
年
連
続
で
繰
上
償
還
を
実
施

し
て
い
る
効
果
と
し
て
減
額
と
な
り
、
扶

助
費
は
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
が
縮
小
さ

れ
た
こ
と
、
福
祉
医
療
費
や
児
童
手
当
給

付
費
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
前

年
度
比
５
億
２
０
０
４
万
円
（
４
・
６
㌫
）

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
新
こ
ど
も
園
整
備

事
業
、
く
し
は
ら
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業
、
恵
那
峡
再
整
備
事
業
、
正
家
第
二
土

地
区
画
整
理
事
業
、
消
防
自
動
車
購
入

事
業
、
道
路
改
良
事
業
な
ど
を
計
上
し
、

５
億
４
２
９
４
万
円
（
１９
・
３
㌫
）
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
余
裕

教
室
な
ど
既
存
施
設
の
改
修
に
よ
り
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
、
放
課
後
の

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
利
用
料
金
な
ど

を
見
直
し
、
よ
り
利
用

し
や
す
い
制
度
と
し
ま

す
。
国
が
進
め
る
事
業

所
内
保
育
事
業
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
従
業
員
の
多

様
な
働
き
方
に
対
応
で

き
る
保
育
の
受
け
皿
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
市
内
に
住
所
を
有

す
る
子
ど
も
が
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
医
療

費
の
助
成
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
働
き
方
に
つ
い
て
は
、

　

市
立
恵
那
病
院
は
、
地
域
医
療
と
救
急

体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
経
営
の
健
全
化

を
促
し
ま
す
。
病
院
敷
地
内
に
広
場
と
駐

車
場
を
整
備
し
、
再
整
備
事
業
の
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　
消
防
・
救
急
関
係
は
、
上
矢
作
分
署
の

高
規
格
救
急
自
動
車
と
岩
村
消
防
署
の
タ

ン
ク
車
を
更
新
し
、
明
智
分
団
第
１
部
器

具
庫
の
整
備
と
串
原
分
団
森
上
器
具
庫
の

改
修
工
事
を
行
い
、
救
命
率
と
消
防
機
能

の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
防
災
関
係
で
は
、
建
築
物
の
耐
震
化
を

促
進
し
、
防
災
意
識
の
向
上
・
醸
成
を
図

る
た
め
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
や
耐

震
補
強
工
事
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。斜
面
の
崩
壊
か
ら
民
家
を
守
る
た
め
、

武
並
地
区
内
で
崩
壊
対
策
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す

放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
と

地
元
で
働
け
る
環
境
を
整
備

生
命
と
財
産
を
守
る

減
少
な
ど
に
よ
り
６
億
３
４
５
０
万
円

（
１９
・
７
㌫
）
減
の
２５
億
８
２
８
０
万
円
を

計
上
し
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置
の
あ
る

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利
な
市
債

を
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の
３１
％

　
一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と

民
生
費
が
３１
・
１
㌫
を
占
め
、
次
に
公
債

費
が
１２
・
５
㌫
、
総
務
費
が
１２
・
３
㌫
、
衛

生
費
が
１２
・
１
㌫
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
民
生
費
は
、
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営
費

や
新
こ
ど
も
園
整
備
事
業
費
、
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
を
計
上
し
、
前
年
度
比
４
億
８

３
７
０
万
円
（
６
・
３
㌫
）
増
の
８１
億
３

１
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費
は
、
過
去
に
借
り
入
れ
た
地
方

地
元
で
の
就
職
を
可
能
と
す
る
た
め
企
業

誘
致
活
動
に
力
を
入
れ
、
長
く
働
き
続
け

恵
那
病
院
の
健
全
経
営
と
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

の
統
合
に
よ
る
減
価
償
却
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
１５
億
８
８
２
０
万
円
増
額
し
、
病

院
事
業
会
計
で
は
市
立
恵
那
病
院
再
整
備

事
業
の
主
な
工
事
が
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
４１
億
８
３
７
０
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
が
ん
検
診

や
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
特
定
検
診
を

勧
め
、
一
人
一
人
が
健
康
意
識
を
高
め
、

健
康
の
維
持
・
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
ま
た
高
齢
者
や
障
が
い
児
・
者
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

本年度予算主な事業

※平成２９年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登
録の人口５１,６６２人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）

使われる金額 納める市税の額

民生費

１５７,４００円

固定資産税

６６,１８４円

公債費

６３,６２３円

市民税

５１,９５１円

総務費

６２,１７９円

市たばこ税

７,０７５円

衛生費

６１,１７３円

都市計画税

５,４１０円

教育費

５０,９７９円

軽自動車税

２,９９３円

その他
１１１,４０１円

その他
８１７円

合計
５０６,７５５円

合計
１３２,３３９円

第
２
次
総
合
計
画
の

基
本
目
標
別
に
見
る

主
な
事
業

▲ 1月にオープンしたサテライトオフィス体験施設「Ｓ
ＯＺＯ」＝明智町

生命と財産を守るための主な事業
事業の名称 予算額

病院事業 １０億４，８０７万円
市立恵那病院再整備事業（企業会計） ２億９，７９０万円
地域医療確保対策事業 ５，７１６万円
救急施設整備事業 ３，３９５万円
防災推進事業 ２，６９１万円
建築物耐震促進事業 １，４５０万円
空家解消対策事業 １４万円
急傾斜地崩壊対策事業 ２，３００万円
常備消防施設整備事業 ６，４３８万円
非常備消防施設整備事業 ３，００２万円

安心して暮らすための主な事業
事業の名称 予算額

子ども等福祉医療費助成事業 ５億９，２８２万円
子ども・子育て支援事業 １，１８８万円
こども園管理運営事業費 １１億８，２９１万円
ファミリーサポートセンター事業 ５６８万円
放課後児童対策事業 １億２，０９１万円
妊娠・出産支援事業 ４，７７９万円
産婦人科推進事業（企業会計） １億円
こども園建設事業 ６億１，８８３万円
教育・保育施設支援事業 １億５，２０３万円
労働対策事業 ５，１９０万円
企業誘致推進事業 １億６，４８５万円
健幸まちづくり事業 ９６３万円
特定健康診査等事業 ７，１５９万円
保健推進事業 ６３７万円
がん検診事業 ２，７１２万円
障がい者地域生活支援事業 ８，５５４万円
高齢者活躍支援事業 ２，７００万円
高齢者地域支援事業（特別会計） ２億２，６６５万円

まちの魅力を高めるための主な事業
事業の名称 予算額

森林保全促進事業 ８，６３８万円
景観形成事業 ８３５万円
土地区画整理事業 １億６，５７２万円
地籍調査事業 １億５６１万円
都市計画推進経費 ３７３万円
文化財の調査・保存・活用事業 ６，６３７万円
歴史まちづくり事業 ３，４２２万円
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※ＩＣＴ教育＝情報通信技術の利用や活用方法を取り入れた教育

　
学
校
教
育
で
は
、
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
教
育
や
英
語

教
育
の
モ
デ
ル
校
を
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る

と
と
も
に
、
全
小
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
、
情
報
や
情
報
手
段
を
主
体

的
に
選
択
し
、
活
用
し
て
い
く
能
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
国
際
理

解
教
育
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

　
乳
幼
児
に
対
し
て
は
、
読
書
の
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

や
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
読
書

習
慣
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
幼
少
期

か
ら
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体
感
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

り
組
み
、
体
力
・
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
で
あ
る
「
ま
き

が
ね
公
園
」
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
身
近

に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
総
合
的
な
施
設
と
し
て
の
整

備
方
針
を
検
討
し
、
改
修
に
向
け
た
設
計

を
行
い
ま
す
。

　
地
域
の
人
口
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、
結
婚
し
た
方
へ
商
品
な
ど
を
１０
万
円

分
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
結
婚
お
め
で
１０
事

業
」や
新
婚
夫
婦
の
ア
パ
ー
ト
家
賃
補
助
、

住
宅
土
地
購
入
費
補
助
、
空
き
家
改
修
補

助
な
ど
を
行
う
一
方
で
、
地
域
と
移
住
者

を
つ
な
ぐ
集
落
支
援
員
を
置
く
な
ど
、
恵

那
市
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
関
連
で
は
、
振
興
事
務
所

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
一

　

市
道
の
改
良
で
は
、
大
井
地
区
の
中
田

線
、長
島
地
区
の
新
こ
ど
も
園
関
連
道
路
、

笠
置
地
区
の
寺
田
石
山
線
、
中
野
方
・
飯

地
地
区
の
飯
地
中
野
方
線
、
明
智
地
区
の

明
智
町
２
２
５
号
線
、
上
矢
作
地
区
の
上

矢
作
町
１３
号
線
な
ど
の
整
備
、維
持
修
繕
、

橋
り
ょ
う
点
検
、
交
通
安
全
対
策
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
通
学
用
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生

徒
が
安
心
・
安
全
に
通
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
山
岡
小
、
恵
那
北
中
、
上
矢
作
小
・

中
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
更
新
し
ま
す
。

　
買
い
物
支
援
で
は
、
便
利
な
消
費
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
串
原
地
区

と
上
矢
作
地
区
で
移
動
販
売
車
を
運
行
し

ま
す
。

市
道
改
良
を
進
め

生
活
の
利
便
性
確
保
を
支
援

便
利
に
暮
ら
す

い
き
い
き
と
暮
ら
す

み
ん
な
で
ま
ち
を
つ
く
る

　
農
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
変
更
に
お
け
る
基
礎
調
査
の

中
で
、
宅
地
開
発
候
補
地
の
選
定
を
含
め

た
土
地
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
関
連
で
は
、
多
様
化
す
る
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
観
光
地
整
備
を
進

ま
ち
を
元
気
に
す
る

ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
を
切
り

口
に
交
流
人
口
増
加
を
目
指
す

め
る
一
方
で
、
首
都
圏
な
ど
へ
の
Ｐ
Ｒ
に

も
力
を
入
れ
て
誘
客
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
か
ら
農
地
を
守
る
た

め
、
電
気
牧
柵
設
置
費
の
助
成
、
捕
獲
実

施
隊
へ
の
助
成
の
他
、
恵
那
峡
射
撃
場
の

修
繕
を
行
い
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
関
係
で
は
、
開
業
を
見
据
え
て

大
井
町
野
尻
野
畑
地
区
と
大
井
町
長
島
地

区
に
お
い
て
測
量
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
笠
置
地
区
に
ボ

ー
ト･

カ
ヌ
ー
練
習
場
施
設
整
備
に
向
け

た
調
査
・
設
計
を
行
い
ま
す
。
毎
年
恒
例

と
な
っ
た
恵
那
峡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
大

正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
の
開
催
、

ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で

は
年
間
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大

　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
関
係
で
は
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
に
基
づ
き
（
仮
称
）

大
井
宿
広
場
の
整
備
工
事
を
行
い
、
中
山

道
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
整
備
を
進

め
ま
す
。

会
・
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
流
人
口
の

増
加
を
目
指
し
ま
す
。

つ
に
集
約
し
、
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
笠
周
地
域
振
興
計
画
に
基
づ
く
飯
地

地
区
の
飯
地
高
原
自
然
テ
ン
ト
村
の
整
備

に
対
し
て
助
成
を
す
る
な
ど
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
森
林
整
備
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持
や
災
害
防
止
を
目
的
に
森

林
伐
採
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
継
続
の
１１
地
区
に

中
野
方
地
区
を
新
た
に
加
え
た
市
内
１２
地

区
で
推
進
し
ま
す
。

　
長
島
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

都
市
計
画
道
路
２
路
線
の
工
事
と
公
園
の

設
計
業
務
に
着
手
し
、
快
適
に
暮
ら
せ
る

住
居
環
境
と
商
業
施
設
の
充
実
に
よ
る
魅

力
あ
る
町
並
み
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 ま

ち
の
魅
力
を
高
め
る

地
域
の
人
口
維
持
の
た
め

移
住
や
定
住
の
促
進
を
支
援

三
学
の
ま
ち
推
進
の
た
め

学
校
教
育
な
ど
を
充
実

森
林
整
備
や
地
籍
調
査
推
進
と

魅
力
あ
る
町
並
み
を
整
備

主な事業

みんなでまちをつくるための主な事業
事業の名称 予算額

移住・定住推進事業 １億２，１１８万円
男女共同参画推進事業 ８８万円
まちづくり市民活動推進事業 １，１９９万円
コミュニティセンター改修事業 １億８，４５９万円
地域自治推進事業 ９，９９２万円
笠周地域活性化振興事業 ２，５０９万円
過疎地域活性化振興事業 ２，９１６万円

いきいきと暮らすための主な事業
事業の名称 予算額

読書習慣づくり事業 ３９万円
中央公民館講座運営事業 ５，５４８万円
小学校教育振興事業 １億４，２７１万円
中学校教育振興事業 ７，０５１万円
高等教育振興事業 ６０８万円
特色ある教育推進事業 ４，６６６万円
学校教育研究事業 １，２０２万円
三学のまち推進事業 ９２９万円
生涯スポーツ推進事業 ６７９万円
競技力向上推進事業 ６４９万円
スポーツ施設改修事業 １，０００万円

便利に暮らすための主な事業
事業の名称 予算額

主要市道整備事業 １億８，１７８万円
地域交通網対策事業 １，０１９万円
基幹交通対策事業 ２億５，５７０万円
遠距離通学等対策事業 １億１，７９２万円
買い物支援事業 ２３０万円
生活市道整備事業 ９，２５７万円
道路橋りょう維持修繕事業 ３億４，６６９万円
重要給水拠点施設整備事業（企業会計） ３，７２０万円
公共奥戸処理区建設事業（特別会計） １億７，９５５万円
公営企業会計移行事業（特別会計） １，２００万円

まちを元気にするための主な事業
事業の名称 予算額

農業振興地域整備促進事業 ３７３万円
農地保全促進事業 ３億２，９９１万円
鳥獣害対策事業 ３，１４１万円
農産物振興事業 １，８０３万円
担い手育成事業 ６，３７２万円
農業基盤整備事業 １億５０万円
林業基盤整備事業 ９，５１６万円
商工業振興事業 ６，０７０万円
起業・恵那ブランド育成事業 １億１，３８３万円
観光資源活用事業 ６億８，６８１万円
観光ＰＲ事業 ３，６１１万円
スポーツツーリズム推進事業 ２，４３３万円
リニアまちづくり事業 ３，３８０万円
地産地消推進事業 １９４万円

▲正家第二土地区画整理事業の計画地

▲市道飯地中野方線

▲７カ月児教室の際に絵本を贈るブックスタート事業

▲移住・定住を進めるためのイベントなどを開催

▲笠置峡でカヌーを楽しむ

9 2017.4.1 8広報えな


